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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
  おのおのが複数の記録ヘッドを内蔵した複数の記録ユニットを備え、
　情報処理装置から通信インタフェースを介して送られてくるデータに応じて、前記複数
の記録ユニットを動作させることにより、同一の記録媒体に画像を形成する記録システム
において、
  前記複数の記録ユニットの内の基準となる記録ユニットに対する他の記録ユニットの位
置関係のずれを検出するためのユニット間調整部分と、各記録ユニット内の複数の記録ヘ
ッドの内の基準となる記録ヘッドに対する他の記録ヘッドの記録ユニット内の位置関係の
ずれを検出するためのユニット内調整部分とを有するレジストレーション調整用パターン
を前記複数の記録ユニットに記録させる制御手段と、
  前記レジストレーション調整用パターンに関連した、前記基準となる記録ユニットに対
する前記他の記録ユニットの位置関係のずれを調整するためのユニット間調整値及び各記
録ユニット内の基準となる記録ヘッドに対する前記他の記録ヘッドの位置関係のずれを調
整するためのユニット内調整値を設定するための設定手段と、
　前記設定手段により設定された前記ユニット間調整値及び前記ユニット内調整値を表示
するユーザインタフェース画面を前記記録ユニット毎に切り換えて表示する表示手段と、
を有し、
　前記ユーザインタフェース画面は、前記複数の記録ヘッドの内の前記基準となる記録ヘ
ッドに対応して前記記録ユニット間の調整値を表示するユニット間調整値表示部と、前記
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複数の記録ヘッドの内の前記他の記録ヘッドに対応して前記記録ユニット内の調整値を表
示するユニット内調整値表示部と、を有する
　ことを特徴とする記録システム。
【請求項２】
  前記ユーザインタフェース画面は、前記記録ユニット内の前記複数の記録ヘッドに対応
したヘッド色情報を表示する色表示部を含むことを特徴とする請求項１に記載の記録シス
テム。
【請求項３】
  前記複数の記録ユニットの台数および配置情報、ならびに、各記録ユニットの内蔵する
記録ヘッドの構成情報を取得する手段をさらに備え、
  前記記録させる制御手段は、前記取得された情報に基づいて、レジストレーション調整
用パターンを選定して前記複数の記録ユニットに対して当該レジストレーション調整用パ
ターンを記録させることを特徴とする請求項１または２に記載の記録システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、共通（１枚）の記録媒体、例えば大判の記録媒体に複数の記録ユニットを用
いて記録を行う記録システムおよびレジストレーション調整方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、インクジェット記録方式を採用した記録ヘッドを用いて記録を行う記録装置にお
いては、カラー記録に対応するため複数の記録ヘッドを用いている。これらの複数の記録
ヘッドにより所定のテストパターンを記録しての相互の位置のずれ量を検出して調整する
レジストレーション調整（レジ調整とも呼ばれる）が行われる（特許文献１参照）。
【０００３】
　また、記録媒体の幅方向全体に亘って延びるいわゆるライン型の記録ヘッドを用いたイ
ンクジェット記録装置も知られている（特許文献２参照）。
【特許文献１】特開平７－３２３５８２号公報
【特許文献２】特開２００４－１０６３５９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、共通の記録媒体、例えば大判の記録媒体に複数の記録ユニットを用いて
共通(１枚)の記録媒体に記録を行う記録システムにおいて、記録ユニットの寿命が到来し
新しい記録ユニットと交換する場合や、記録ヘッドの色構成を黒だけの色構成からフルカ
ラーの色構成に変えた場合では、新しく設置した記録ユニットのレジ調整を行うために、
新しく設置した記録ユニットの記録ヘッド本数情報や記録ヘッドの色構成情報が変わる場
合があった。
【０００５】
　このような場合、レジ調整を行うために、記録ヘッドの本数や記録ヘッドの色構成をユ
ーザが確認し、確認結果に対応したレジ調整を行う必要があった。そのため、システム構
成に習熟していないユーザにはそのような作業は繁雑であり、レジ調整に時間がかかると
いう問題があった。
【０００６】
　本発明は、このような背景においてなされたものであり、記録ユニットに備えられてい
る記録ヘッドの本数が増減した場合や記録ヘッドの色構成が変化した場合、さらに記録ユ
ニットを交換した場合にユーザがヘッド本数やヘッド色構成を考慮することなくレジ調整
を行うことを可能にすることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
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　本発明による記録システムは、おのおの複数の記録ヘッドを内蔵した複数の記録ユニッ
トと情報処理装置とが通信インタフェースを介して接続され、前記複数の記録ユニットを
用いて同一の記録媒体に画像を形成する記録システムにおいて、前記情報処理装置は、前
記複数の記録ユニットの台数および配置情報、ならびに、各記録ユニットの内蔵する記録
ヘッドの構成情報を取得する手段と、取得された情報に基づいて、レジストレーション調
整用パターンを選定して前記複数の記録ユニットに対して当該レジストレーション調整用
パターンを記録させる手段と、前記レジストレーション調整用パターンに基づいて得られ
た調整値を設定するためのユーザインタフェース画面を表示する手段と、このユーザイン
タフェース画面で設定された調整値を各記録ユニットへ送信する手段とを備えたことを特
徴とする。
【０００８】
　複数の記録ユニットに対してレジストレーション調整を行う際、情報処理装置は、前記
複数の記録ユニットの台数および配置情報、ならびに、各記録ユニットの内蔵する記録ヘ
ッドの構成情報を取得する。この取得した構成情報に基づいて当該構成に適したレジスト
レーション調整用パターンを選定することができる。このパターンを前記複数の記録ユニ
ットに対して当該レジストレーション調整用パターンを記録させる。さらに、記録された
レジストレーション調整用パターンに基づいて得られた調整値を設定するためのユーザイ
ンタフェース画面を表示する。ユーザインタフェース画面で設定された調整値を各記録ユ
ニットへ送信する。これにより、以降の各記録ユニットの調整値が更新され、以降の記録
時に、更新された調整値に応じたレジストレーション調整が行われる。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、おのおの複数の記録ヘッドを内蔵した複数の記録ユニットと情報処理
装置とが通信インタフェースを介して接続され、前記複数の記録ユニットを用いて同一の
記録媒体に画像を形成する記録システムにおいて、各々の記録ユニットからヘッド構成情
報を取得することで、記録ユニット交換時や、記録ユニットのヘッド構成が変化した場合
でもユーザが各記録ユニットの記録ヘッドの構成を考慮することなくレジ調整設定を行う
ことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　以下、本発明の好適な実施の形態について図面を参照しながら詳細に説明する。
【００１１】
　図１は、本実施の形態における記録システムの概略構成を示している。この記録システ
ムは、記録すべき情報を生成する情報処理装置１００と、この情報を記録媒体上に記録す
る記録装置２００とにより構成される。情報処理装置１００は通信インタフェース１０１
を介して記録装置２００と接続されている。
【００１２】
　情報処理装置１００は、複数の記録ユニットに対する記録データを生成し、生成した記
録データを記録ユニット２０Ａ、…２０Ｆに転送するＰＣ等の情報処理装置である。以下
、記録ユニット２０Ａ、…２０Ｆを総称するときは記録ユニット２０という。
【００１３】
　通信インタフェース１０１は、ＵＳＢ（ユニバーサルシリアルバス）、ＩＥＥＥ１３９
４、Ｅｔｈｅｒｎｅｔ（登録商標）（１０／１００／１０００ＢａｓｅＴ）などの、情報
処理装置１００に記録装置２００が接続可能な任意のインタフェースである。本実施の形
態では、有線タイプの通信インタフェース１０１を使用しているが、無線ＬＡＮ等の無線
タイプの通信インタフェース１０１でも同様の効果が得られる。また、ネットワークやＵ
ＳＢなどの場合に、情報処理装置１００と各記録ユニット２０を接続するうえでＨＵＢを
介しても同様の効果が得られる。
【００１４】
　記録装置２００は、複数（ｎ）台の記録ユニット２０Ａ、…２０Ｆを有し、これらの記
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録ユニットに共通の搬送装置２２０を備えている。搬送装置２２０は、記録媒体を１枚ず
つピックアップする給紙部２２３、このピックアップされた記録媒体を記録ユニットまで
搬送する搬送部２２４および記録ユニットから記録済みの記録媒体を排出する排紙部２２
５を備えている。
【００１５】
　情報処理装置１００はオペレーティングシステムの制御下で動作する画像生成するアプ
リケーション、記録制御プログラム(プリンタドライバ)を有し、各記録ユニット２０のス
テータス監視、ヘッド位置調整、クリーニング等の記録ユニットのメンテナンスを実行す
る。本例においては、オペレーティングシステムとして「Ｗｉｎｄｏｗｓ（登録商標）」
を用いるが、これに限るものではない。
【００１６】
　また、記録ユニット２０は、寿命となり新しい記録ユニットと交換する場合や、内蔵の
記録ヘッドの色構成が異なる場合には、新しく設置した記録ユニットの記録ヘッドの構成
情報を取得する必要がある。
【００１７】
　情報処理装置１００に記憶されている記録プログラムを起動すると、情報処理装置１０
０に通信インタフェース１０１を介して接続された記録ユニット２０を検索する。この検
索結果に基づき、接続されている記録ユニット分に応じて、該当する記録ユニットに対し
ての通信ポートを開き、記録ユニットの通信リソース情報を取得し、同じ通信リソース情
報が無ければ図４の通信リソース情報テーブル２３１を生成する。ここに、「通信リソー
ス情報」とはポートの識別子やポート名、ポートのシンボル名などの通信リソースに関連
した情報である。
【００１８】
　図２は、情報処理装置１００の概略のハードウェア構成を示す図である。
【００１９】
　情報処理装置１００は、本実施の形態では、オペレーティングシステムの制御下におい
て、画像データを生成するアプリケーション（プログラム）や記録制御プログラム（プリ
ンタドライバ）等を実行する。具体的には、情報処理装置１００は、情報処理装置１００
の各種制御を行う制御部を構成するＣＰＵ（Central Processing Unit）１０２と、この
ＣＰＵ１０２用の作業領域および一時記憶領域を提供するメモリであるＲＡＭ（Random A
ccess Memory）１０３と、ＣＰＵ１０２が初期的に実行するブートプログラム等を格納す
る不揮発性メモリであるＲＯＭ（Read Only Memory）１０４とはシステムバス１０９を介
して相互に接続されている。表示装置であるディスプレイ１１０はビデオインタフェース
１０８を介してシステムバス１０９に接続されている。操作部としてのキーボード１１２
はキーボードインタフェース１０６を介してシステムバス１０９に接続されている。ポイ
ンティングデバイスの一種であるマウス１１１は、マウスインタフェース１０５を介して
システムバス１０９に接続されている。オペレーティングシステムや各種プログラムが格
納されている大容量の外部記憶装置であるハードディスク装置１１３は、ハードディスク
インタフェース１０７を介してシステムバス１０９に接続されている。また、システムバ
ス１０９は通信インタフェース１０１を介して、記録装置２００と接続される。
【００２０】
　情報処理装置１００において、記録装置２００を制御する場合は、ハードディスク装置
１１３に格納されている制御プログラム１５０がＲＡＭ１０３にロードされてＣＰＵ１０
２によって実行される。
【００２１】
　本実施の形態では、後述するレジストレーション調整用のテストパターンであるレジス
トレーション調整用パターン７００等が、記録ユニットの構成に応じて各記録ユニットに
記憶されている。あるいは、レジストレーション調整用パターンは、記録装置の異なる構
成に対応して記録装置単位に情報処理装置側に別個に記憶しておいてもよい。
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　ハードディスク装置１１３内には、後述するユーザインタフェース画面（図９）を構成
する画面データ１６０も記憶されている。また、通信リソース情報テーブル２３１、ヘッ
ド構成情報テーブル５０１、位置情報テーブル４００を格納する領域も有する。
【００２２】
　図３に、図１の記録装置２００の一部である記録ユニット２０Ａの内部構成例を示す。
また、情報処理装置１００と搬送装置２２０とを併せて示す。他の記録ユニットの内部構
成も同じである。
【００２３】
　情報処理装置１００は、複数の記録ユニット２０Ａ～２０Ｆ（この例では６台）に対応
して分割した記録画像データを各記録ユニット２０に転送し、記録処理の開始を指示する
。また、記録する記録用紙の枚数、および種類やサイズ等を指示する用紙設定コマンドを
各記録ユニット２０に転送して指示することができる。
【００２４】
　各記録ユニット２０は、メインコントローラ２０１を有し、このメインコントローラ２
０１がＲＯＭ２０８に記憶されている制御プログラムを実行することにより以下のような
制御を行う。ＲＯＭ２０８は、各種パラメータ等のデータを再書き込み可能な不揮発性の
記憶領域を有してもよい。後述する補正値や調整値はこのような記憶部に保存することが
できる。
【００２５】
　また、メインコントローラ２０１には各種のセンサを含むセンサ類２０２の出力信号が
入力される。
【００２６】
　記録ユニット２０は、通信ドライバ２０３により通信を制御し、情報処理装置１００か
らのコマンドを受信する。
【００２７】
　記録ユニット２０は、受信した画像データを各色成分のイメージデータとしてＲＡＭ２
１０Ｋ～２１０Ｙのそれぞれにビットマップ展開して描画する。また、記録枚数や用紙種
類等の各種パラメータの設定コマンドはＲＡＭ２１０Ｒに格納される。記録データのＲＡ
Ｍ２１０Ｋ～２１０Ｒのそれぞれへの展開が終了すると、ヘッドユニット制御モータ２０
６および回復ユニット制御モータ２０７により記録ヘッド２０９Ｋ～２０９Ｙを記録可能
位置へ移動させる。
【００２８】
　各記録ユニット２０には、搬送装置２２０より入力される記録用紙を検知する用紙検知
センサ２１１の信号と、同じく搬送装置２２０より入力されるエンコーダ２１２の信号に
基づいて記録開始タイミングが計測され、記録開始した以降はエンコーダ２１２の信号に
同期して、メインコントローラ２０１がＲＡＭ２１０Ｋ～２１０Ｙのそれぞれから対応す
る色のイメージデータを順次読み出し、ヘッド駆動回路２０４を経由して、それぞれに対
応する色のインクを吐出する記録ヘッド２０９Ｋ～２０９Ｙに出力することにより記録を
行う。
【００２９】
　このようにして記録ヘッド２０９Ｋ～２０９Ｙのそれぞれは、その入力された分割記録
画像のイメージデータに従ってインクを吐出してカラー画像の吐出を行う。
【００３０】
　図４に本実施の形態で用いる通信リソース情報テーブル２３１の構成例を示す。この通
信リソース情報テーブル２３１は情報処理装置内の所定の記憶部（例えばＲＡＭやハード
ディスク等）に記憶される。このテーブルには、記録装置２００を構成している記録ユニ
ットの個数である記録ユニット接続台数２３２と、各記録ユニット毎の通信リソース情報
２３３とを保持している。前述したように、通信リソース情報により、ポートの識別子や
ポート名、ポートのシンボル名などが定められている。
【００３１】
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　情報処理装置１００から、各記録ユニット用に分割された記録データを転送するために
、記録装置２００を構成している各記録ユニットの位置情報を各記録ユニットから情報処
理装置１００へ通知する。この位置情報は位置情報テーブル４００に格納される。
【００３２】
　位置情報について図５により説明する。位置情報は、行方向位置情報４０２および列方
向位置情報４０３から構成され、情報処理装置１００からの要求に応じて、記録ユニット
位置情報コマンド４０１とともに情報処理装置１００へ転送される。記録ユニットの行方
向位置情報と列方向位置情報とは図６に示すように、複数の記録ユニットを例えば千鳥状
に配置した場合の、各記録ユニットの行番号および、列番号に相当する。各記録ユニット
において、これらの位置情報は各記録ユニットに備えられているディップスイッチ（図３
のセンサ類２０２）によって指定されている。
【００３３】
　このような位置情報に基づいて、記録ユニット２０が千鳥状に配置された場合でも、情
報処理装置１００で各記録ユニット２０の配置を認識することが可能となる。すなわち、
列方向位置に基づいて、記録対象の画像全体のうちのどの分割画像をどの記録ユニットの
記録を分担させるかが決定される。本実施の形態では、行方向位置については情報処理装
置１００が認識する必要はないが、必要に応じて行方向位置を確認することができる。
【００３４】
　図７は、情報処理装置１００による各記録ユニット２０のレジ調整の実行に際して、各
記録ユニットに備えられている記録ヘッドのレジ調整値（設定済みであれば）を取得する
と同時に、各記録ユニット２０からその記録ユニットに備えられている記録ヘッドの構成
情報（本数および色情報）を取得するための処理のフローチャートである。この処理は、
情報処理装置１００のハードディスク装置１１３内に記憶されている制御プログラム１５
０をＣＰＵ１０２が読み出して実行することにより実現される。
【００３５】
　情報処理装置１００がレジ調整を実行しようとする際、図４の通信リソース情報テーブ
ル２３１の記録ユニット接続台数２３２を参照し、その値ｎを変数Ｎに代入し（Ｓ１１）
、この接続台数ｎ分以下の処理を繰り返す（Ｓ１２）。なお、繰り返し処理は、ソートさ
れた図４の通信リソース情報テーブル２３１を参照し記録ユニット順に処理される。
【００３６】
　次に図２の通信リソース情報テーブル２３１の通信リソース情報（ポートの識別子やポ
ート名、ポートのシンボル名等）２３３を参照し、該当する記録ユニットの通信ポートを
オープンし（Ｓ１３）、その記録ユニットに備えられているヘッド本数とヘッド色構成を
取得する(Ｓ１４)。
【００３７】
　次に正常データ転送が実施されたか（通信エラーが発生したか）をチェックし（Ｓ１５
）、正常にステータス情報が取得できた場合は、図８に示すヘッド構成情報テーブル５０
１に取得した情報をセットする（Ｓ１６）。また、正常にステータス情報が取得でいなか
った場合も図８に示すヘッド構成情報テーブル５０１に（どの記録ユニットと通信ができ
なかったかが判断出来る様に）通信エラーの情報をセットする（Ｓ１７）。
【００３８】
　次に通信ポートをクローズし（Ｓ１８）、繰り返し用のカウンタである接続台数をデク
リメントし（Ｓ１９）、以降同様の処理を繰り返し、全ての記録ユニット２０からステー
タス情報を取得し処理を終了する。
【００３９】
　図７に示すヘッド構成情報取得シーケンスにより取得された情報を格納したヘッド構成
情報テーブル５０１（図８）における、情報処理装置１００に接続されている全て記録ユ
ニットのヘッド色情報５０３と、同時に取得した各記録ヘッドのレジ調整値を参照し、情
報処理装置１００上で動作する記録プログラムまたはそのユーティリティプログラムによ
り、図９に示す様なヘッド位置調整画面６０１を表示する。ヘッド位置調整画面６０１を
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構成する画面データはハードディスク装置１１３またはＲＯＭ１０４内に記憶されている
。
【００４０】
　なお、「ヘッド位置調整」と言っても物理的に記録ヘッドの位置を調整するものではな
く、ソフトウェア的に調整するものである。ヘッド構成情報テーブル５０１のヘッド色情
報５０３は、記録ユニット順にソートしている為、図９のヘッド位置調整画面６０１に表
示する際はヘッド色情報５０３の上から順番に表示すればよい。
【００４１】
　図９のヘッド位置調整画面６０１には、記録ユニット毎にタブを用意したプロパティシ
ート６０２を表示し、ユーザの指示操作に応じて記録ユニット毎に切り換えて表示するこ
とができる。ヘッド色情報５０３は色表示欄６０３－１～６０３－６に表示される。本実
施の形態では、最大で表示できる記録ヘッドの本数を６本に設定しているが、これに限る
ものではなく、５本以下または７本以上でもよい。また、記録ヘッド毎の縦、横のレジ調
整値として、レジ調整値表示欄６０４－１～６０４－６、６０５－１～６０５－６に、ヘ
ッド構成情報と同時に取得した記録ヘッドのレジ調整値が表示される。初期的に記録ユニ
ットにレジ調整値が未設定の場合にはレジ調整値表示欄には何も表示されないか、デフォ
ルト値の０が表示される。レジ調整値表示欄６０４－１～６０４－６、６０５－１～６０
５－６ではレジ調整値を設置者やユーザが操作部からのキーボードやマウス等の操作によ
り設定または修正することができるようになっている。
【００４２】
　縦・横のレジ調整では、図１２で後述するようなレジ調整用パターン（テストパターン
）７００の記録を行い、この記録結果に基づいて判明した縦・横のレジ調整値をレジ調整
値表示欄６０４－１～６、６０５－１～６に入力設定する。
【００４３】
　図１１は、各記録ユニット＃１に備えられている記録ヘッドの構成がシアン、マゼンタ
、イエロー、ブラック時に表示されるヘッド位置調整画面６０１の一例を示している。タ
ブの選択により記録ユニット＃１から他の記録ユニットへ画面を切り換えることができる
。
【００４４】
　図１１のヘッド位置調整画面６０１上の“ＯＫ”ボタン６０６が押下されると、各記録
ユニットについて設定したレジ調整値が当該記録ユニットへ送信され、記録ユニット内の
既設定の調整値が更新される。また“キャンセル”ボタン６０７が押下されると、設定し
たレジ調整値を記録ユニットに送信されることなくプロパティシートが閉じる。
【００４５】
　また、ヘッド構成情報テーブル５０１に「通信エラー」がセットされていた場合は、ヘ
ッド位置調整画面６０１を表示せず、図１０の表示画面７０１に例示したようなエラーメ
ッセージを表示する。
【００４６】
　ヘッド構成情報を取得すると、色表示欄６０３－１～６０３－６にヘッド色情報から各
記録ヘッドの色を表示する。色表示欄６０３－１には、１本目の記録ヘッドの色がシアン
である為“Ｃ”を表示する。２本目の記録ヘッドの色はマゼンタである為、色表示欄６０
３－２には“Ｍ”を表示する。３本目の記録ヘッドの色はイエローである為、色表示欄６
０３－３には“Ｙ”を表示する。そして、４本目の記録ヘッドの色はブラックである為、
色表示欄６０３－４には“Ｋ”を表示する。色表示欄６０３－５および色表示欄６０３－
６には記録ヘッドが存在しないので表示されない。
【００４７】
　縦・横のレジ調整値表示欄６０４－１、６０５－１には１本目の記録ヘッドであるシア
ンのレジ調整値をヘッド色情報と一緒に取得した１本目のレジ調整値を表示する。同様に
レジ調整値表示欄６０４－２、６０５－２には２本目のレジ調整値を、レジ調整値表示欄
６０４－３、６０５－３には３本目のレジ調整値を、レジ調整値表示欄６０４－４、６０
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５－４には４本目のレジ調整値を表示する。記録ヘッドが存在しないレジ調整値表示欄６
０４－５、６０５－５および６０４－６、６０５－６にはレジ調整値は表示されない。
【００４８】
　レジ調整用パターン７００は、ヘッド構成情報テーブル５０１のヘッド色情報５０３に
よって出力されるものが変わる。すなわち、ヘッド構成情報テーブル５０１に応じて記録
ユニットに記憶されているヘッド構成に適したレジ調整パターンが選択的に出力され、記
録される。
【００４９】
　図１２は、本実施の形態で用いるレジストレーション調整用パターン７００の全体像を
示し、図１３はその一部を拡大して示したものである。レジストレーション調整用パター
ン７００の画像データは、各記録ユニットが自己の担当するパターン部分を記憶しておき
その制御プログラムで記録してもよいし、ホストコンピュータ１０１内に記憶しておいて
各記録ユニットにパターンの記録を指示してもよい。
【００５０】
　レジストレーション調整用パターン７００は、各記録ユニットについて、ユニット間調
整部分８００、ユニット内縦レジ調整部分８０１、ユニット内横レジ調整部分８０２を含
む。本明細書において、「縦」とは用紙搬送方向に沿った方向であり、「横」とは用紙搬
送方向に直交する方向である。ユニット間調整部分８００は、複数の記録ユニットの基準
となる記録ユニットに対する他の記録ユニットの位置関係のずれを検出するためのパター
ン部分である。ユニット内縦レジ調整部分８０１は、各記録ユニット内の複数の記録ヘッ
ドのうち基準となる記録ヘッドに対する他の記録ヘッドの縦方向の位置関係のずれを検出
するためのパターン部分である。ユニット内横レジ調整部分８０２は、各記録ユニット内
の複数の記録ヘッドのうち基準となる記録ヘッドに対する他の記録ヘッドの横方向の位置
関係のずれを検出するためのパターン部分である。
【００５１】
　基本的に、レジストレーション調整用パターン７００は、基準となる記録ヘッドによっ
て記録されたバー（基準バーという）に対して調整用の記録ヘッドによって微小にずらし
て記録されたバー（比較バーという）が複数組記録されたものである。
【００５２】
　ユニット間調整部分８００は、隣接する記録ユニットの一方（この例では図２において
右隣）のブラックヘッドを基準ヘッド、他方のブラックヘッドを比較ヘッドとし、両ヘッ
ドの重なり合った端部の領域で分担して記録を行う。この例では、基準ヘッドで基準とな
る縦バーおよび横バーを搬送方向に一定間隔でずらして１７組記録するとともに、基準バ
ーに対して比較ヘッドでずれ量０の位置および縦横正負両方向に単位量１～８だけ順次ず
らした位置に比較縦バーおよび比較横バーを記録する。比較ヘッドが基準ヘッドに対して
レジストレーションが合っていれば、数値“０”の位置で縦バーまたは横バーが一致する
。そうでなければ、ずれ量に応じた数値の位置でバーが一致する。
【００５３】
　ユニット内縦レジ調整部分８０１は、基準ヘッド（Ｋ）で所定間隔で平行な１７本の横
バー群８０１ａを４組、横方向に順次一定量ずらして記録する。さらにこれらの横バー群
８０１ａの間の３個の隙間にそれぞれ比較ヘッド（Ｃ，Ｍ，Ｙ）で、横バー群８０１ａの
各横バーに対応する横バーを記録する。比較ヘッドの横バーの記録時には、正負両方向に
単位調整量で１～８までずらして記録する。比較ヘッドが基準ヘッドに対して縦方向のレ
ジストレーションが合っていれば、数値“０”の位置で横バーが一致する。縦方向のレジ
ストレーションが合っていなければ、そのずれ量に応じた数値の位置で横バーが一致する
。
【００５４】
　同様に、ユニット内横レジ調整部分８０２は、基準ヘッド（Ｋ）で所定間隔で平行な１
７本の縦バー群８０２ａを４組、縦方向に順次一定量ずらして記録する。さらにこれらの
縦バー群８０２ａの間の３個の隙間にそれぞれ比較ヘッド（Ｃ，Ｍ，Ｙ）で、縦バー群８
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０２ａの各縦バーに対応する縦バーを記録する。比較ヘッドの縦バーの記録時には、正負
両方向に単位調整量で１～８までずらして記録する。比較ヘッドが基準ヘッドに対して横
方向のレジストレーションが合っていれば、数値“０”の位置で縦バーが一致する。横方
向のレジストレーションが合っていなければ、そのずれ量に応じた数値の位置で縦バーが
一致する。
【００５５】
　ヘッド構成情報テーブル５０１のヘッド色情報５０３によって出力されるものが変わる
のは、ユニット内縦レジ調整部分８０１およびユニット内横レジ調整部分８０２である。
【００５６】
　記録されたレジストレーション調整用パターン７００をユーザが目視により検査するこ
とにより、基準バーと一致している比較バーの位置を確認することができる。その一致し
ている比較バーに付与されている数値が、基準バーを記録した記録ヘッド（基準ヘッド）
に対して当該比較バーを記録した記録ヘッド（比較ヘッド）が本来あるべき位置からずれ
ている量を示している。基準バーに一致した比較バーの数値が“０”であれば、その比較
ヘッドは基準ヘッドに対して正しい位置にあることを意味する。
【００５７】
　なお、レジストレーション調整用パターン７００はホストコンピュータからレジストレ
ーション調整用パターン記録を指示するコマンドを送信することにより、各記録ユニット
によって記録することができる。
【００５８】
　記録ユニット内の複数の記録ヘッドの縦レジ調整は、上記エンコーダ２１２の出力に同
期し、調整値に応じて記録ヘッドの記録タイミングをずらすことにより行うことができる
。
【００５９】
　記録ユニット内の複数の記録ヘッドの横レジ調整については、図示しないが、縦レジ調
整用パターンを９０度回転させた関係となる調整用パターンを用いる。ライン型ヘッドの
幅方向に規定のノズル数を超える調整用ノズル群を備えており、実際の横レジ調整は、求
められた調整値に基づいて、利用するノズル領域（有効記録領域）をノズル列方向にずら
すことにより行われる。
【００６０】
　ここで、ラインヘッド型記録ユニットにおける一般的なヘッド幅方向（横方向）のレジ
ストレーション調整について、図１４、図１５を用いて簡単に説明する。
【００６１】
　一般的にライン型記録ヘッドは、記録領域幅分のノズル９０１に加えて、その左右に所
定ドット数の調整用ノズル９０２を備えている。調整用ノズル９０２を含む総ノズル数は
、実際に必要な記録領域幅に対応するノズル数より所定数分だけ多くなっている。したが
って、左右の調整用ノズル９０２を含む記録ヘッド２０９の全ノズル列のどのノズルから
どのノズルまでを実際の有効な記録領域とするかを選択的に設定することにより、記録ヘ
ッドを物理的に移動させることなく、横方向の記録位置の調整が可能になっている。例え
ば、ブラック、シアン、マゼンタ、イエロー４本の記録ヘッド２０９Ａ，Ｃ，Ｍ，Ｙを搭
載している場合に、各記録ヘッドの取り付け位置に図１４のようなずれが生じていた場合
、図１５のように、シアンヘッド２０９Ｃ、イエローヘッド２０９Ｙの記録ノズルを変更
することにより各記録ヘッドの横方向の有効記録領域が一致するように横レジを調整する
ことができる。この機能により、各記録ユニットの実際の配置位置はラフでよい。
【００６２】
　ユニット間調整は各記録ユニットの基準記録ヘッドであるブラックヘッドの横レジ調整
によって行う。つまり、基準記録ユニットのブラックヘッドに対する他の記録ユニットの
ブラックヘッドの横レジ調整により、複数の記録ユニットの間のレジストレーション調整
を行う。ただし、ブラックヘッドの横レジ調整によりブラックヘッドの記録領域を変更し
た場合には、そのブラックヘッドを基準として他のカラーヘッドについても連動して同じ
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量の横方向の調整を行う必要がある。
【００６３】
　上記のようにして得られた最終的なレジストレーション調整値は、情報処理装置１００
において図９に示したヘッド位置調整画面６０１からユーザにより入力される。ユニット
間調整部分８００から読み取られた縦レジ調整値および横レジ調整値は、各記録ユニット
内の基準ヘッド、すなわちブラックヘッドに対して入力され、ユニット内縦レジ調整部分
８０１およびユニット内横レジ調整部分８０２からそれぞれ読み取られた縦レジ調整値お
よび横レジ調整値は各記録ユニット内の各カラーヘッドに対して入力される。
【００６４】
　この入力された調整値は前述したような補正が行われた後、記録装置に送られ、各記録
ユニットにおいてその記憶部内の既存調整値を更新することにより各記録ユニットに設定
される。各記録ユニットに設定されたレジストレーション調整値は、記録処理時に参照さ
れ、レジストレーションの調整が行われる。
【００６５】
　なお、複数の記録ユニットの相互の間のレジ調整は、各記録ユニット内の基準の記録ヘ
ッドを用いて、隣接する記録ユニットの記録ヘッドのオーバーラップ部分で一方を基準ヘ
ッド、他方を比較ヘッドとして縦横両方向のレジ調整用パターン（図示せず）を記録し、
ずれ量を検出することができる。このような記録ユニット相互の間のレジ調整値は、上述
した個々の記録ユニット内の複数の記録ヘッド間のレジ調整値を補正するために用いるこ
とにより、記憶装置全体としてのレジ調整を行うことが可能となる。
【００６６】
　記録装置２００を設置する際にサービスマン等の設置者が上記のようなヘッド位置調整
画面を用いて各記録ユニットに設定する。以降、ユーザが使用する場合は、本実施の形態
で説明した様に記録ユニットに備えられている記録ヘッド構成情報とレジ調整値を取得し
、レジ調整用パターンの記録を行い、記録結果から縦・横のレジ調整を行う。
【００６７】
　以上、本発明の好適な実施の形態について説明したが、上記で言及した以外にも種々の
変形、変更を行うことが可能である。
【００６８】
　例えば、レジストレーション調整の際に記録されたレジストレーション調整用パターン
をユーザ自身がチェックし、調整値を決定するものとしたが、スキャナ等の画像読み取り
装置を記録装置の排紙部分に備え、記録されたレジストレーション調整用パターンを画像
読取装置で自動的に読み取り調整値を決定するシステムでもよい。このようなシステムで
あれば、ユーザーは面倒な調整作業を行うことなく記録装置のレジストレーションを調整
することが可能である。
【００６９】
　また、上記実施の形態では各記録ユニットは４本の記録ヘッドを搭載したものを示した
が、記録ユニット内の記録ヘッドの個数は４本に限るものではない。例えば、記録画像の
階調性を高めるために淡色の記録ヘッドを追加したものでも同様の方法でレジストレーシ
ョンを調整することが可能である。さらには、記録ユニット内の基準ヘッドはブラックヘ
ッドとしたが、他のカラーヘッドであってもよい。記録ユニット内で複数のブラックヘッ
ドを用いる構成であってもよい。記録ユニットの個数も６個に限るものではない。
【００７０】
　また、インクジェット記録方式の記録装置について説明をしたが、複数の記録ユニット
ごとに複数のラインヘッドを有する構成のものであれば、記録方式はインクジェットに限
るものではない。記録用紙もシート状の記録用紙に限らず、長尺状のラベル紙、タグ紙に
対しても有効である。
【図面の簡単な説明】
【００７１】
【図１】本発明の実施の形態における記録システムの概略構成を示す図である。
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【図２】情報処理装置の概略のハードウェア構成を示す図である。
【図３】図１の記録装置の一部である記録ユニットの内部構成例を示す図である。
【図４】本発明の実施の形態で用いる通信リソース情報テーブルの構成例を示す図である
。
【図５】図１の記録装置を構成している各記録ユニットの位置情報の授受の様子を示す図
である。
【図６】図５の記録ユニットの行方向位置情報と列方向位置情報の説明図である。
【図７】本発明の実施の形態における各記録ユニットのレジ調整の実行に際して、各記録
ユニットに備えられている記録ヘッドのレジ調整値を取得すると同時に、各記録ユニット
からその記録ユニットに備えられている記録ヘッドの構成情報を取得するための処理のフ
ローチャートである。
【図８】本発明の実施の形態におけるヘッド構成情報テーブルの構成例を示す図である。
【図９】本発明の実施の形態における情報処理装置上で動作する記録プログラムまたはそ
のユーティリティプログラムによりヘッド位置調整画面を示す図である。
【図１０】本発明の実施の形態におけるエラーメッセージの表示例を示す図である。
【図１１】図９のヘッド位置調整画面の具体的な表示例を示す図である。
【図１２】本発明の実施の形態で用いるレジストレーション調整用パターンの全体像を示
す図である。
【図１３】図１２のレジストレーション調整用パターンの一部を拡大して示した図である
。
【図１４】ラインヘッド型記録ユニットにおけるヘッド幅方向（横方向）のレジストレー
ション調整の方法の説明図である。
【図１５】図１４に続く説明図である。
【符号の説明】
【００７２】
２０，２０Ａ～２０Ｆ…記録ユニット
１００…情報処理装置
１０１…通信インタフェース
１１０…ディスプレイ
１１３…ハードディスク装置
１５０…制御プログラム
１６０…画面データ
２００…記録装置
２０１…メインコントローラ
２０２…センサ類
２０３…通信ドライバ
２０４…ヘッド駆動回路
２２０…搬送装置
２３１…通信リソース情報テーブル
２３２…記録ユニット接続台数
２３３…通信リソース情報
４００…位置情報テーブル
４０１…記録ユニット位置情報コマンド
４０２…行方向位置情報
４０３…列方向位置情報
５０１…ヘッド構成情報テーブル
５０３…ヘッド色情報
６０１…ヘッド位置調整画面
６０２…プロパティシート
６０３…色表示欄
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６０４…レジ調整値表示欄
７００…レジストレーション調整用パターン（テストパターン）
７０１…表示画面
８００…ユニット間調整部分
８０１…ユニット内縦レジ調整部分
８０２…ユニット内横レジ調整部分

【図２】 【図３】
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